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＜連絡事項＞

・学術についてですが、服薬自己管理を行う患者様をリストにしていますが、実施できるかできないかを実践してみることなくスタッフが単独で「できない」と判断しないようにして下さい。患者様が自信ないと訴えた事を理由に行わないと判断する事も自立に繋げる看護にはならないし、むしろ、「どのような工夫をする事で自己管理に繋げる事ができた」という思考で取り組んで頂きたいです。宜しくお願い致します。
＜患者様連絡事項＞

・下妻　康貴様～ひかり相談支援事業所、計画相談員安田氏来院。直接本人に会う希望あり、病棟内の面会室にて面会している。
・中川原　義雄様～長女より最近の様子を確認する電話があり対応しています。痔核の痛みや時々胃部不快感もあること、食事は全量摂取出来ていると説明し再度市民病院の予約日時の確認をしています。
・小笠原　美千代様～やまばと寮外泊訓練の日程が決定している。
6/21(水)11:00～6/24(土)16:00
＜要注目患者様＞

・中川原　義雄様～日中は胃痛の訴えなし。食事も全量摂取出来ており、不穏さや易怒性も見られず落ち着いている。日課にも取り組む事出来ている。
・小笠原　文人様～動作緩慢で日課遅れは見られているが、奇異行為や迷惑行為はなし。離棟的な行為も見られず経過する。
・中村　豊様～昨日他者のコーラを勝手に冷蔵庫から盗り、飲用した事について、振り返りを行いたいと担当スタッフへの話し掛けが執拗に見られている。
　　　　　　　1ヶ月、他者トラブルなく生活出来たら、外出の要求を検討する事を話し合い、決定している。

＜菅野Dr患者様診察情報＞

・播摩 克子様～食事はしっかりとれていて、夜間も良眠であると主治医の質問には円滑に返答している。退院に向けて外泊訓練をしていく事や、そのために、まずは外出訓練を行い、最初は散歩から始めて見るようDr.より退院支援の指示あり。
・滝田 英人様～主治医に入浴について聞かれると「金曜日休みました」と丁寧に答え「気分に波があります」と的確に自身の感情を伝えている。
・中川原 義雄様～胃部不快感と痔核の痛みを訴え、主治医より、苦痛時は頓服薬で対応するように説明を受けている。
・上村 みわ様～診察では頻尿で夜間は良眠出来ていないと訴える。また、就床前薬がまた開始になったと不満を執拗に訴える。主治医からは、もう少し継続が必要である事を何度説明しても納得しない様子あり。内服の必要性を説明している。
・出河 攻様～眼科受診とその後の外出の希望を訴え、担当スタッフと相談、打ち合わせする様主治医からの説明あり。内服薬は現在のままでいいと話し、定期薬同内容で継続となっている。
・松田 健様～起床時の眠気は強いが大丈夫と言う。退院が決まり次第、眠気に対応した内服薬の減薬調整していくこととしている。現在は同内容で継続。
＜菅野Dr患者様退院支援委員会会議＞
・播摩　克子様～介護保険の申請による要介護度などから、家族に退院後の意向を確認して支援していく。
・松田　健様～青山荘入所に向けた日常生活用品の準備を進めている。
